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PBシリーズ  

漏電遮断装置（GFCI / ELCI）およびパネルシール 

 

PB新シリーズの過電流防止機能搭載残留交流電流遮断装置（RCBO）は、GFCIの漏電防止機能と

一般的なサーキットブレーカの通常の過電流トリップ特性の組み合わせを採用しています。これは流体

磁気の原理が利用されており、寒暖の激しい環境下でのアプリケーション使用においても変わらず精

密かつ正確な性能および動作が提供されます。これらの精密機構により温度を安定的に維持するた

め、操作環境において温度変化の悪影響を受けません。このように、日々の気温変化における懸念は

軽減され、また、厄介な熱誘因トリッピングは回避されます。 

    

製品特長:  

• 1つのパッケージで過負荷、ショートおよび

漏電を保護 

• ハンドルアクチュエータもしくはロッカーアク

チュエータ 

• 接点ワイピング－2段階アクチュエーション

での機械的結合。接点のクリーニング。高

い加圧による接点接触。接点の長寿命 

• トリップフリー機構。過負荷時や不具合時、

接点閉鎖維持の手動操作ができない安全

特性 

• もうひとつの安全特性である、全極間結合

共通トリップ。単極での過負荷の場合でも

他の極すべてをトリップ 

• フロントパネル取付け 

• 統合テストプッシュボタン

利点： 

• ボートや船舶周りの安全性の向上 

• 水際での感電の危険から回避 

• 電気回線やコンダクタの不具合から回避 

• 温水ヒーター、バッテリー充電器、照明器具

など恒久的に実装される電気器具の不具合

による火災や感電の危険を削減 

• 一般的なサーキットブレーカではトリップし

ないが発火や乗船員への感電の可能性の

ある低度の接地事故も検出 

一般的なアプリケーション:  

• 船舶 

• 発電機 

• 照明
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電気的一覧表 

表 A：サーキットブレーカとして UL リステッド認証された 

 構成および容量 

電気特性 

最大電圧 120/240VAC、60Hz 

定格電流 標準電流コイル：0.100, 0.250, 

0.500, 0.750, 1.00, 2.50, 5.00, 

7.50, 10.0, 15.0, 20.0, 25.0 & 

30.0アンペア。その他定格につ

いては、品質設定を参照。 

絶縁抵抗 直流 500Vにて、最小 100 メガ 

 オーム 

絶縁耐圧 UL, CUL –1500V、周波数 60Hz

を電気的に絶縁されたすべての

端子間に１分間印加。PBシリー

ズサーキットブレーカは、8mm

スペースや危険な電圧からオペ

レータのアクセス可能なサーフェ

スまで、また、近接する極の間

で、3750V、周波数 60Hzの絶

縁要求事項に準拠 

インピーダンス 

定格電流 

        

パルス許容量曲線 

 

 

 

 

 

漏電特性 

標準マストトリップ 120 / 240VAC、60Hz 

漏洩電流定格 5 & 30mA。5±1mA 

 その他の定格については、工場

に相談のこと 

トリップ時間 100％で最大 300 ミリ秒、500%

で最大 40 ミリ秒。マストトリップ

漏洩電流にて 

テストボタン アクチュエータ側面のユニット面 

機械特性 

耐久性 6サイクル／分を単位として ON-

OFF操作最大 10,000サイクル：定

格電流、定格電圧にて 

トリップフリー アクチュエータが強制的に ONの位

置にあっても、過負荷もしくはグラン

ドフォルトでトリップ 

トリップ表示 過負荷や接地事故によりブレーカが

トリップした場合、作動ハンドルは必

ず OFF位置に移動 

物理特性 

極数 1-3極、第 3極はニュートラルである 

回路内部構成 直列型 

重量  約 65g／極  

 （2.32オンス／極） 

標準色 ハウジング ― 黒、 アクチュエータ 

― 発注スキームを参照 

環境特性 

次の通り、仕様 MIL-PRF-55629および MIL-STD- 202G

の要求仕様に準拠し、設計、テスト済。 

耐衝撃 メソッド 213テスト条件“I”の定格電

流通電の時、100Gs、6 ミリ秒のノコ

ギリ波に耐える。超高速曲線は定格

電流の 90%でテスト 

耐振動 メソッド 204Cテスト条件 Aの定格

電流にて 10-55Hzで 0.06 インチ、

55-500Hzで 10Gの振幅に耐える。

瞬時曲線及び超高速曲線は、定格

電流の 90%でテスト 

耐湿度 メソッド 106D；+25℃から+65℃ま

で、80-98% RHで 24時間を 10サ

イクル 

耐塩分 メソッド 101テスト条件 A （90 -

95%RHにて 5%塩化ナトリウム溶

液に 96時間） 

耐熱衝撃 メソッド 107D, テスト条件 A （-55℃

から+25℃、+25℃から+85℃、

+85℃から+25℃を 5サイクル） 

動作温度 -35℃から+65℃ 

腐蝕 75%RH、硫化水素 100ppb、塩素

20ppb、二酸化窒素 200ppbで 3

週間の FMGテスト 

認証機関 

UL リステッド（規格認定取得済） 

UL 489 サーキットブレーカ、モールドケース、

（ガイド DIVQ、ファイル E129899） 

UL 1077  補足プロテクタ 

UL 1053 接地事故センシング・リレーイング

設備 

最大値 周波数 相

直列 120 60 1 0.10-30 5000

回路構成
電圧 遮断容量

(アンペア）

PBシリーズ　表A

定格電流
(アンペア）

 

0.10-5.0 ±15

5.10-20.0 ±25

20.10-30.0 ±35

電流
(アンペア）

公差
(%)

 

＊製造者は事前通知なく製品アプリケーションを変更する権利を有する 
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寸法仕様：インチ[mm]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 

1. 全寸法はインチにて表示[ミリメーター] 

2. 特に指定がない限り、許容差 ±.020 [.51] 
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寸法仕様：インチ[mm] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 

1. 全寸法はインチにて表示[ミリメーター] 

2. 特に指定がない限り、許容差 ±.020 [.51] 
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遮断特性曲線 
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代表オフィスおよび販売代理店 

お近くの代表オフィスおよび販売代理店をお探しの方は、以下 URLにてご確認ください。 

www.carlingtech.com/findarep 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーリングについて 

カーリングテクノロジーズ社は、1920年に設立され、現在、電気・電子スイッチ製造及びアッセンブリ、

サーキットブレーカ、電子制御装置、配電装置および複合配電システム製造のリーディング企業で

す。世界各地に、4 ヶ所の ISO登録済み製造拠点および技術販売オフィスを設けることで、電子部品

の製造、販売、サービスの提供、および、技術チームの強力な技術ソリューションの提供を可能としま

した。カーリングテクノロジーズ社の詳しい情報につきましては、以下 URLをご覧ください。 

www.carlingtech.com/company-profile 

 

カーリングテクノロジーズ社の環境、品質、安全衛生については、以下 URLをご覧ください。 

www.carlingtech.com/environmental-certifications 

http://www.carlingtech.com/company-profile
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アジアパシフィック本社（香港）： 
Carling Technologies, Asia-Pacific Ltd.,  
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